
2019.08.05  「L x T bridge ライフサイエンス×デジタルハリウッド～人のつながりで革新を～」開催

2019.08.21 「第33回 LINK-J ネットワーキング・ナイト 慶應義塾大学発 医療系ベンチャー創出の最前線」開催

2019.08.26 「L x T bridge LS経営・戦略×AI～人のつながりで革新を～」開催

2019.08.27 「第34回 LINK-J ネットワーキング・ナイト 国立がん研究センター東病院と始める医療機器開発 

 MEDICAL for ONE, ONE for MEDICAL」開催

2019.08.28 「UCLAブロック総長特別講演～体内時計をゆっくり巻き戻す～」開催

2019.08.28 「第35回 LINK-Jネットワーキング・ナイト 京都から、さらなる成長を目指して

 『イノベーションハブ京都』入居企業の挑戦」開催

2019.08.30 「LINK-J、横浜市とライフサイエンス領域に関するMOU（提携に関する覚書）を締結　

 国内外11団体目の連携、継続的なイノベーションの創出をさらに強化」

2019.09.03 「L x T bridge ライフサイエンス×DMM.make AKIBA～人のつながりで革新を～」開催

2019.09.04 「中高生のための未来教室vol.1 『ホンネで語るライフサイエンスの道』」開催

2019.09.06 「TECH for LIFE SOLUTION DAY」共催

2019.09.10 「第36回 LINK-J ネットワーキング・ナイト WITH SUPPORTERS 

 細胞分析／選別技術 再生・細胞医療の産業化に向けた次の一手」開催

2019.09.13 「第１回デジタルヘルスセミナー ～デジタルメディスンの新たな展開～」開催

2019.09.18 「会員とサポーターが成功する起業を語る会 vol.1」開催

2019.09.24 「Born Global Innovators Forum on Health Tech/Digital Health」共催

2019.09.25 「Regenerative Medicine Crossroad in Tokyo #10　

 "再生医療のCrossroad" 第10回 再生医療パートナリングイベント」共催

2019.09.27 「LINK-J×東北大学 ネットワーキング・ナイト 大学発のヘルスケアビジネス創出を目指して！

 ― 東北大学・COI東北拠点が描くヘルスケア・イノベーション」開催

LINK-Jの主な活動と日本橋ライフサイエンス拠点の集積（2019.7-2019.9）
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なぜ米国は「ヒトゲノム計画」で成功を収めることができたのか

同計画を通じて見えてきた
「基礎研究から知財を生み出す
方法論」
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イノベーションを阻む者

Vol.11

　先月の末に開催された「アフリカ開発会議」のサイドイベント

として、「日経アジア・アフリカ感染症会議」を主催していました。

今回はアジアで臨床試験を行うプラットフォームを官民協力で

構築することが決まったことに加えて、多剤耐性菌を制御する

ため抗菌剤を持続的に開発するプラットフォームを討議する部会

の設置が決まるなど、新しい成果も得られました。

　この会議で私が一番驚いたことは、アフリカを知ることによっ

て、イノベーションの真の敵の正体が分かったことでした。それ

は既得権です。

　今やアフリカでドローンがどんどんワクチンの輸送や血液サン

プルの運搬に実用化されています。既得権の少ないアフリカは

ドローンやデジタルヘルス（遠隔医療）などのイノベーションの

実用化のるつぼになっています。途上国にワクチンを供給する

非政府組織（NGO）であるGAVIアライアンスの関係者は「カリ

フォルニア州でドローンを飛ばすことは規制がいろいろあって

難しい。だから、アフリカのドローンのベンチャーに投資した」と

明快でした。今や多数のNGOから国際機関のUNICEFまで、

投資ファンドを創成して、アフリカやアジアのベンチャー企業に

投資を始めています。ドローン業界で売り上げ世界第二位となった

日本のドローン企業、テラドローン社も規制でがんじがらめと

なった日本を嫌い、アフリカの3か国に拠点を設け、ドローンを

輸送手段として実用化しているほどです。

　日本や欧州、そして米国ですら、規制でがんじがらめです。例え

ばドローンが落下したらどうする？損害をどう保証する？予め

政府の許可証が必要か？ドローンの安全性審査基準をクリアし

たか？そして撮影した画像の個人情報管理などなど。山のよう

に規制があります。既得権者保護圧力もあります。日本では遠隔

診療が規制緩和となりましたが、初回は患者と医師が面談しな

くてはならない馬鹿げた規制が残りました。古い規制と既得権者

の集団こそがイノベーションの真の敵なのです。

連載コラム

MIYAMAN’s
column

イノベーションを阻む者
MIYAMAN’S column

東京大学理学系大学院植物学修士課程修了後、1979年
に日本経済新聞社入社。日経メディカル編集部を経て、
日経バイオテク創刊に携わる。1985年に日経バイオテク
編集長に就任し、2012年より現職。厚生労働省厚生科学
審議会科学技術部会委員、日本医療研究開発機構
（AMED）革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発事業
評価委員など、様々な公的活動に従事。

宮田 満 氏



じてわくわくしました。大学は医学部に進学したのですが、研究者と
して初めてラボで実験をしたのは医学部２回生の時で、ヒトゲノム
計画の完了宣言が発表された年でした。

辻丸　私は当時、民間企業の基礎研究部門で研究員をしていまし
た。ヒトゲノム計画の話を聞いた時は「何とかしてこの計画に関与し
てみたい！」と思いましたが、最先端かつ国家規模のプロジェクト
に、会社勤めの研究者が簡単に参加できる筈がありませんでした。
そこで研究者ではなく、知財の方向から関与できないかと考えまし
た。知財の専門家「弁理士」の道を選択したのはそれがきっかけで
す。

―  ヒトゲノム計画には日本も参画しています。しかし日本の貢献
度については、いまひとつ評価されていません。

村川　たしかにゲノム配列解析に対する貢献度を見ると、日本はわ
ずか６％に過ぎません。全体の約６割の解析に貢献した米国と比
べると、見劣りする数字なのは事実です。しかし一方で、日本はゲノ
ム解析の補完技術で多大な貢献をしています。つまり、ヒトゲノム
計画では約30億塩基対という膨大なヒトゲノムの塩基配列を決定
しましたが、蛋白質をコードしている遺伝子と呼ばれる重要な領域
（ヒトゲノム全体の約1%にしかすぎません）はどこか詳細は不明で
した。これには、完全長cDNAライブラリの構築を目指した林崎良
英先生をはじめとする理化学研究所のチームが大きく貢献したの
です。

辻丸　いうなれば「ヒトゲノム計画の結果に魂を吹き込んだのは日
本の研究であった」というわけです。日本ではこの部分が正しく評
価されておらず、その点は非常に残念です。

村川　そうですね。逆に「米国の凄み」を感じたのは、ヒトゲノム計
画にて読まれた膨大な量の塩基配列を処理するために、情報処理

なぜ米国は「ヒトゲノム計画」で成功を収めることができたのか

同計画を通じて見えてきた
「基礎研究から知財を生み出す方法論」
約30億塩基対にも上るヒトゲノムの完全解析を目指した国際的プロジェクト「ヒトゲノム計画」が発表されたのは、今から約30年
前の1990年のことでした。30億ドルもの巨額の予算を投じて実施された同プロジェクトは、ヒトゲノムに関する様々な知見を生
み出し、また同時にプロジェクトを通じて誕生した各種技術とその知的財産は、米国に莫大な利益をもたらしたと言われていま
す。なぜ米国は「ヒトゲノム計画」を通じて大成功を収めることができたのか。今回のインタビューでは、弁理士の辻丸光一郎氏
（辻丸国際特許事務所・LINK-Jサポーター）と基礎研究者の村川泰裕氏（国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究セン
ター）のお二人に、ヒトゲノム計画から振り返る「基礎研究のあり方」についてお話を聞きました。

Key Person Interview

写真・記事・デザイン等の無断転載・複製・転用を禁じます。　Copyright@2019 Lifescience Innovation Network Japan All rights reserved.

Vol.11

（辻丸国際特許事務所/LINK-Jサポーター）

工学博士。広島大学生物生産学部生物生産学科卒
業。卒業後は太陽日酸株式会社で基礎研究員を務め
る。ヒトゲノム計画を知ると「知財の専門家」である弁
理士を目指し、特許事務所に入所して経験と実績を
積む。1999年に弁理士資格を取得し、2005年に
辻丸国際特許事務所を開設した。科学全般に対応す
るが、特に・医療・医薬品・バイオ・AI・IoT等の先端分
野を専門にする。

辻丸 光一郎 氏

―  本日は「ヒトゲノム計画と遺伝子特許の変遷から見たライフサ
イエンスの革新的戦略」をテーマにお話をお聞きしていきたいと思
います。まずはヒトゲノム計画についてご教示下さい。

辻丸　ヒトゲノム計画は、約30億塩基対に上るヒトゲノムの全解析
に挑戦した巨大プロジェクトです。当時の米国はＩＴ産業とバイオ
産業を成長の基軸として重視しており、そのバイオ産業育成の基盤
となったのがヒトゲノム計画でした。計画の実現にあたっては、
DNAの二重螺旋構造の発見者であるジェームズ・ワトソン博士の
積極的な働きかけがあったと聞いています。計画には米国以外に
も日・英・仏・独・中の５カ国が参加しました。

―  計画が発表された当時の反応とお二人が感じた印象について
教えて下さい。

辻丸　驚きをもって受け止められた反面、たとえば生物系の研究者
からは「遺伝子の機能も解明できていないのにA/T/G/C（アデニ
ン/チミン/グアニン/シトシン）の羅列を読むことに何の意義がある
のか」との批判もありました。もっとも、そうした懐疑的な意見も、
計画の進展と共に次第に減少していきました。

村川　ヒトゲノム計画が進んでいる頃、私はまだ高校生でした。も
ともと少年時代は昆虫が好きで、昔から生命に対して強い関心を
持っていました。新聞などで計画の概要を読み「いよいよヒトを
テーマにした研究が始まるのか」と、高校生なりに時代の変化を感

（国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究
センター）

医学博士。京都大学医学部医学科卒業。学生時代よ
りバイオテクノロジーに関心を持つ。京都大学総長
賞受賞。卒業後は京都大学医学部附属病院血液・腫
瘍内科に進む。2010年にはベルリン自由大学大学
院/マックスデルブリュック分子医学研究所に留学。
2016年より理化学研究所にて研究室を主宰。現
在、理化学研究所生命医科学研究センターチーム
リーダーおよびミラノIFOMがん研究所グループ
リーダーに就任しており、ゲノム医学を専門にする。

村川 泰裕 氏

技術がいち早く導入され、様々な解析アルゴリズムが生み出された
ことです。その結果、大量の塩基配列の断片を連結する「ゲノムアセ
ンブリ」が実現しました。これは後の「バイオインフォマティクス（生
命情報科学）」という新たな学問領域の土台になっています。

辻丸　さらに米国は、ヒトゲノム計画から生まれた遺伝子特許から
莫大な利益を得ていますからね。日米欧による協議の結果、塩基配
列の断片には特許は認められないことになりましたが、ツールなど
は別です。たとえば、PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）は、検査に必要
な増幅技術で、米国は相当の特許料収入を得ました。ヒトゲノム計
画は、知財戦略でも大成功を収めたといえます。ただし、米国で、少
し前に、最高裁判決で、遺伝子特許の見直しが行われたのが印象的
です。

―  なぜ米国はヒトゲノム計画を通じた知財戦略で大成功を収め
ることができ、日本はできなかったのでしょうか。

辻丸　シンプルにいえば「米国はルールを作る側に立ち、日本は
ルールを守る側に立った」差です。かつて米国の知財戦略は、知財
を制限して自由な競争と発展を促進する「アンチパテント路線」で
した。しかし1980年代の日米貿易摩擦を経て、先端技術の保護の
重要性を認識した米国は、知財を積極的に保護する「プロパテント
路線」に変更します。そして国際会議の場で新たな条約を提案する
と、知財の世界ルールをも変えてしまったというわけです。

村川　米国は、必要となればルールさえ変えていきますからね。こ
れはとても重要なことだと思います。

―  ルール上有利でも技術がないと成功しないと思うのですが、
米国が技術開発で有利に立てた理由、日本における課題は何で
しょうか。

辻丸　もともと米国は「バイドール法（公的資金による研究でも大
学や研究者に特許権の行使を認める法律）」制定以降、基礎研究の
産官学の連携―時には「軍」も加えて―に積極的に取り組んできま
した。さらに米国には「基礎研究にこそビジネスチャンスは存在す
る」と考える風潮があります。たとえば、ヒトゲノム計画に大きな影
響を与えたクレイグ・ヴェンター氏はその代表格。彼は「ブルー・
オーシャンは基礎研究領域にある」という考えを持っており、現在
でも「合成生物」研究に資金を集めて相当の力を入れています。

村川　逆に最近の日本では、公的な研究資金の投入先が「実用化
が間近な応用研究」に片寄りがちな印象があります。本来は、基礎
研究は公的資金で支え、逆に応用研究は民間から資金調達ができ
るような構造が必要だと思うのですが。

辻丸　さらに付け加えると、公的資金による研究が仮に失敗して
も、その結果だけで責任を取らされることがない制度も必要です
ね。税金を原資とする以上、資金は大切に運用されるべきですが
「税金だから失敗は許さない」という考え方は誤りです。過去に成
功したプロジェクトをみると、優れた研究者の上には理解ある上司

がいて、彼らが外部の批判から研究者を守り、一方で新たな研究は
どんどん挑戦させる。そういう体制が必要ですね。

―  将来のビジョンをもった研究者と、その彼らをまとめあげる人
たちの存在が新たな領域を開拓していくわけですね。

辻丸　その意味でも、ヒトゲノム計画におけるジェームズ・ワトソン
博士の功績は非常に大きいといえます。あれだけの巨大プロジェク
トをまとめ、ホワイトハウスを説得し、議会にも巨額の予算を承認
させた。もともと彼は研究者ですが、プロジェクト・マネージャーの
才能にも恵まれた人物であったといえます。

―  現在では日本でも産学連携によるイノベーションの創成に取
り組んでいます。現状と今後の課題をお聞かせ下さい。

辻丸　ライフサイエンスにおけるイノベーションのタネは、アカデ
ミアから誕生してきました。ＩＴ産業とは異なり、決してガレージオ
フィスから誕生することはありません。したがって、アカデミアから
生まれた成果をいかに産業に結び付けるかという部分が非常に重
要になります。米国は40～50年にもわたる試行錯誤を繰り返しな
がら、現在の形にたどり着きました。日本は後発なのだから、米国よ
りも斬新な発想が必要かもしれません。

村川　アカデミアの基礎研究者と起業家との交流・連携は非常に
重要です。しかし、両者の間の隔たりはとても大きいように思いま
す。幅広い人脈作りをサポートする仕組みが必要ですね。

辻丸　ビジネスという視点でいえば、目指す技術はあくまで「ゼロ
イチ」。今ある技術よりも少しの利点があるくらいでは、事業化した
後に苦労することになります。逆にいえば、かつて米国に巨額の利
益をもたらしたDNA増幅技術のように、必要な技術が世界に１つ
しかなければ、どんなに高額な特許でも使わざるを得ないのです。

村川　基礎研究についていえば、私たちはまだ「生老病死」という
生命の基本原理すら理解できていません。ヒトの遺伝子は約２万
個とされますが、実は今もなお新たな遺伝子が発見されています。
ヒトゲノム計画を通じて解明された膨大な塩基配列の中には、まだ
発見されていない未知の情報や暗号が大量に埋もれています。ヒ
トの寿命の限界は何歳なのか。ヒトが病気から完全に開放される
日は来るのか。まだ発見されていないゲノム情報の解明を通じて、
世界に1つしかないような発見を目指しています。

全塩基配列の解析に挑戦した
ヒトゲノム計画を振り返る

基礎研究こそビジネスチャンス
大切なのは「切り拓く人材」

起業を考えるなら「ゼロイチ」
オンリーワンの技術を目指せ

蛋白質をコードする
遺伝子の同定に
日本はゲノム解析に大きく貢献


